
 
     
 

大会に向けて、分会討議、代議員選出を進めましょう。 

第 104 臨時大会代議員定数は以下の通りです 

 

 

第 104 回臨時中央大会へ向けて一斉分会開催中（3 月 7 日(木)まで） 

 

 分会長さんは、分会開催日程を決め、組合事務所にお知らせください。 

 

 

  ****************************************************************** 

    給与削減の特例措置、すぐにもやめろ給与削減の特例措置、すぐにもやめろ給与削減の特例措置、すぐにもやめろ給与削減の特例措置、すぐにもやめろ!!!!!!!!    

 平均 7.8％もの給与削減には、多くの職員が大打撃を受けています。仕事の意欲が

減退したり、組合にいる意味を疑ったりする人が出ています。先日組合の外から、以

下の匿名投稿がありました。一部だけ伏せて紹介します。 

   ********************************************************************** 

  ｢あゆみ速報｢あゆみ速報｢あゆみ速報｢あゆみ速報 2013.1.17(2013.1.17(2013.1.17(2013.1.17(木木木木))))」に寄せて」に寄せて」に寄せて」に寄せて            
 
私は､入所後すぐに労組に加入し､数年で脱退したものです。 

 労組員でないため投稿することには少しばかり躊躇したのですが、「あゆみ速報｣の｢国の賃下

げに対して機構が対抗できない現状では､労組にがんばってもらうしかない｣という意見につい

て､共感と私なりに常日頃の思うところを投稿致します。 

 「平均 7.8％の賃金削減｣について､国には国の言い分があるのでしょう｡お金を少しでも｢復興

のために｣と考えるのは至極もっともだと思います。 

 国の要請は要請として､正しいと思います。 

 問題は､それを受けて機構(経営陣)がどう対処するかが問題なのです。 

最初にはっきり言いますが、「国の言いなりになるだけの経営陣は､【失格】です｡」 

 以下､文才がないため､経営陣への意見を箇条書きにします。 

  ・国の要請に対し､いいなりになるだけなら､今の役職から降りろ！（ 一部略 ） 

  ・なにかと｢独立行政法人｣でひとくくりにされるが、「原子力機構はこういうところだ｣ 

   という気概を持て！ そうしてはじめて､我々労働者も仕事に誇りが持てるのだ。 

  ・労働者の生活を守ってこその役職だろう！ 

 今のままでは、「2 年間の予定｣もあやしいと思います。経営陣には､本当に､本当に､本当に

｢原子力機構｣としての気概をもってほしいものです。 

以上 
 
 執行部::: 

 どこのどなたかは、存じませんが、また労組に加入することを考えてはいかがですか。一度

やめた方でも、組合の意義を見直していただけるなら歓迎します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

連合分会・支部 分    会 有権者 代議員 

連合１ 

核サ研 10 1 

東海管理・他地区 13 1 

連合2 

バックエンド 11 1 

環境・線管・研究室 6 1 

放管第1・第2 7 1 

工務技術部分会 工務技術 16 2 

研究炉部連合分会 

炉利用・炉技術 6 1 

JRR-3 9 1 

JRR-4 5 1 

連合３ 

FCA・炉物理 2 1 

核物理 13 1 

化学 9 1 

先端基礎 17 2 

核融合 3 1 

中性子科学 10 1 

安全・NUCEF・NSRR連

合 

安工・安試・臨界・NUCEF 5 1 

燃安・ホット試験・NSRR 10 1 

高崎支部 高崎支部 17 2 

大洗支部 

原子炉 32 3 

照射 15 2 

管理 20 2 

HT 16 2 

那珂支部 

JT60トカマク 9 1 

那珂・管理 4 1 

JT-60加熱 7 1 

合       計 272 33 

原研労組に加入し、労働条件の改善と働きがいある職場を、ともにめざしましょう。  URL http://orange.zero.jp/genkenrouso.wing/  E-mail genkenrouso@muse.ocn.ne.jp  （ 内線Tel. 81-5413, 81-5414 ） 
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      第 104 回臨時中央大会 

 日時： 3 月8 日(金) 13:00～16:30 

 場所： ( 中丸コミュニティーセンター中丸コミュニティーセンター中丸コミュニティーセンター中丸コミュニティーセンター 会議室2 ） 

 議題： 

  第１号議案第１号議案第１号議案第１号議案        第第第第 66664444 期これまでの運動の総括と今後の課題期これまでの運動の総括と今後の課題期これまでの運動の総括と今後の課題期これまでの運動の総括と今後の課題    

        第第第第 2222 号議案号議案号議案号議案        ストライキ権の集約ストライキ権の集約ストライキ権の集約ストライキ権の集約  
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原子力問題、講演・討論会を開催します。。。。    

    

    << 原子力発電の問題点とこれからを考える >> 

 原子力発電の技術的な問題を主なテーマに 

               講演と討論の会を開催します。 

 日時： 3 月 2 日(土) 13：00 から 17:40 頃まで 

 場所：東海村真崎コミュニティーセンター会議室 

 内容 

   講演： 田中田中田中田中    三彦三彦三彦三彦 氏 

        (元原子炉設計者（圧力容器設計）、 

      国会福島第 1 原子力発電所事故調査委員会委員） 

 

   講演： 後藤後藤後藤後藤    政志政志政志政志 氏 

        (元原子炉格納容器設計者、海洋構造物設計者) 

    講師のお二方には、 

        原子力関係者に言いたいことを主に話してくださいとお願いしています。 

 

      報告：原研労組の取り組み紹介（原研労組中央執行委員会） 

 

   討論： ＜＜ 2 時間弱の討論を計画しています。＞＞ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

   事前登録制ですが、まだあきがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  原子力問題講演討論の会： 日程 

 

  「 原子力発電の問題点とこれからを考える 」 

   主催：日本原子力研究開発機構労働組合(原研労） 

 

3月2日(土) 13:00 から17:40 

 12:30 開場、受付開始 

 13:00 開会、 

    司会あいさつ：  

    主催者代表あいさつ：（岩井委員長） 

    講師紹介：なぜ田中三彦、後藤政志 両氏を呼んだか（花島） 

 13:15 から14:30 講演： 

     田中 三彦 氏 

 14:30 から14:40 休憩 

 14:40 から15:15 講演： 

     後藤 政志 氏 

 15:15 から15:25 休憩 

 15:25 原研労組内の討論内容の紹介 

 15:40 から17:30 自由討論：（司会 岩井） 

  村長が閉会時までいるなら、感想などを一言述べてもらう。 

 17:30 閉会 

 


